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長岡市における集落支援員の配置状況等について 

 

１ 目的 

  地域の実情に詳しく、集落対策の推進に関するノウハウ・知見を有した人材

を過疎高齢化が進む中山間地域等に配置することにより、地域住民の暮らし

の安心・安全と共助による集落機能の持続を目指すもの 

 

２ 配置状況（R2.4.1 現在） 

山古志 小国 和島 寺泊 栃尾 川口 合計 

１人 ３人 １人 １人 ４人 １人 １１人 

※１１人のうち、元市職員３人、元農協職員２人 

 

３ 活動内容（例） 

〇困りごとの聞き取り、見回り、訪問 

・区長等を訪問し、困りごとや課題等を情報収集 

・住民の年齢別構成、移動手段、住宅内の除雪状況等をカルテ化し、課題抽出 

・独居世帯、高齢世帯への個別・定期的な訪問 

〇行政等の関係機関へのつなぎ 

・行政等の支援制度（各種助成・サービス等）の紹介 

・集落内の困りごと（健康・福祉・農地・鳥獣被害・道路等）の関係機関への

つなぎ（民生委員・社協・包括支援センター・保健師・行政等へ） 

・行政等への申請・届出書類の作成補助 

〇寄り合いの場づくり 

・お茶飲み会や何でも相談会、健康教室等の開催 

・気軽に集まれる拠点（よったかり場等）の整備検討 

・集落の将来像等を話し合う場・きっかけづくり 

〇集落内の助け合いの促進 

・補助制度を活用した除雪・除草等の共助組織の立ち上げ支援 


